
 ◆労働安全衛生法第20条第３号・関連労働安全衛生規則349条抜粋
事業者は架空電線に近接する場所で工作物の作業等を行う場合において当該作業に従事する
労働者が当該充電線路に接近して感電するおそれがあるときは次の措置を講じる必要がある。
１ 当該充電線路を移設すること。
２ 感電の事故を防止するための囲いを設けること。
３ 当該充電線路に絶縁用防護具を装着すること。
４ 前記１～３の措置が困難なときは監視人を置き作業を監視すること。

 ◆労働基準局通達 基発第759号
 １ 送電線に対して安全な離隔距離を保つこと

移動式クレーン等の機体、ワイヤーロープ等が目測上の誤差等により離隔距離内に入ること
を防止するために、移動式クレーン等の行動範囲を規制するための木柵、移動式クレーンの
ジブ等の行動範囲を制限するためのゲート等を設けることが望ましいこと。
（電圧ごとの離隔距離は裏面に記載）

 ２ 監視責任者を配置すること
移動式クレーン等を使用する作業については的確な作業指揮をとることができる監視責任者
を当該作業現場に配置し、安全な作業の遂行に努めること。

 ３ 作業計画を事前打合せすること
この種作業の作業計画の作成にあたっては、事前に電力会社等送配電線類の所有者と作業の
日程、方法、防護措置、監視の方法、送配電線類の所有者の立会等について十分打ち合せる
ように努めること。

 ４ 関係作業者に対し、作業内容を周知徹底させること
関係作業者に対して感電の危険性を十分周知させるとともに、その作業標準を定め、これに
より作業が行われるよう必要な指導を行うこと。

 ◆労働安全衛生法第74条
都道府県労働局長は、免許を受けた者が故意または重大な過失により重大な事故を発生
させた場合はその免許の取り消し、または期間を定めてその免許の効力を停止することが
できる。

送電線付近で工事をされる皆様へ送電線付近で工事をされる皆様へ

施工者側で「打合せ申請書」の作成をお願いします。詳細は裏面をご確認ください。

もし事故を起こしてしまうと！

上記事項を遵守していただけない場合は労働基準監督署に通知いたします。
また補償金の請求や、会社名の公表を実施させていただく場合があります。



～中部電力パワーグリッド連絡先～

「打合せ申請書」作成の流れ

※受付システムのHP： 【中部電力パワーグリッド 送電線 作業】 で検索
URL：https://powergrid.chuden.co.jp/goannai/ippan/information/use/websystem/densen/

HPリンク※
（電線の近くで作業される方へ）

事業所名 電話番号 主な担当区域

岡崎支社
送電グループ

［0564］55-5084 岡崎市，蒲郡市，西尾市，幸田町，刈谷市，碧南市，安城市，高浜市，知立市

豊田支社
送電グループ

［0565］46-5018 豊田市，みよし市(境川以東・三好丘の南部)，設楽町(西納庫・田峯)，恵那市上矢作町

豊橋支社
送電グループ

［0532］88-6140
豊橋市，豊川市，新城市，設楽町(西納庫・田峯以外），田原市，東栄町，豊根村，
静岡県（浜松市の一部）

作成していただいた打合せ申請書の内容を審査した結果
問題なければ申請者宛てにメールにて回答します。
これにより「打合せ完了」となります。
※場合により現地で打合せを実施することもあります

打合せ申請書に基づいて作業実施してくだ
さい。必要に応じ送電線下に注意喚起標識
を設置していただく場合があります。
（下図参照）
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